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【作り方】

オクラ�………………………12本

きゅうり�………………１～２本

めんつゆ（３倍）�………大さじ２

かつお節�……………………少々

①�オクラはさっと茹でて、１㎝くら
いに切る。

②�きゅうりは、食べやすいサイコロ
状に切る。

③�オクラときゅうりにめんつゆを入
れて和える。

※かつお節を入れても良いです。

オクラときゅうりの簡単和え

今
か
ら
10
年
程
前
の
事
業
所
長
時
代
の

話
で
す
。
そ
の
当
時
は
、
事
業
所
長
が
ア

ス
ポ
や
資
材
館・コ
ス
モ
ス
ベ
リ
ー
ズ（
当

時
は
ベ
ス
ト
電
器
）
へ
食
品
や
生
産
資
材

等
の
仕
入
れ
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私

が
仕
入
れ
に
出
か
け
て
い
る
時
に
事
業
所

の
女
性
職
員
か
ら
「
帰
り
に
【
け
い
こ
う

か
ん
】
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
」
と
の
連

絡
が
あ
り
、
私
が
「
規
格
は
？
」
と
聞
く

と
「【
20
】
で
す
」
と
の
事
で
し
た
。

早
速
用
意
し
て
事
業
所
へ
戻
り
女
性
職

員
へ
「
こ
れ
頼
ま
れ
た
【
20
Ｗ
の
蛍
光

管
】」
と
渡
す
と
、「
え
っ
？
」
と
い
う
顔

を
し
た
ま
ま
硬
直
。
少
し
し
て
笑
い
な
が

ら
「
私
が
頼
み
た
か
っ
た
の
は
【
20
ℓ
の

携
行
缶
】
で
す
」
と
の
事
。
笑
い
話
で
済

む
よ
う
な
こ
と
で
良
か
っ
た
で
す
が
、
確

認
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
勘
違
い
の
怖
さ

を
再
認
識
す
る
出
来
事
で
し
た
。

第
70
回
通
常
総
会
が
終
了
し
髙
橋
前
組

合
長
が
退
任
さ
れ
、
翌
日
の
理
事
会
に
て

篠
原
組
合
長
を
中
心
と
し
た
新
役
員
体
制

が
決
定
し
ま
し
た
。
農
業
に
お
い
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
等
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
組
合
員
並
び
に
役
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
高
い
目
標
が
達
成
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
Ｈ
）

今
回
の
表
紙
は
、
総
会
終
了
時

髙
橋
組
合
長
に
お
疲
れ
様
の
意

味
を
込
め
て
農
協
運
営
協
力
委

員
長
会
、
女
性
部
、
青
年
部
よ

り
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
花
束
及
び
記

念
品
を
贈
呈
し
た
様
子
で
す
。

９
期
27
年
に
亘
り
役
員
と
し
て

組
合
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ご
自
身
の
た
め
、

ご
家
族
の
た
め
に
時
間
を
使
い

健
康
に
留
意
下
さ
い
。

士幌南地区�加藤　孝子�さん

❷第70回通常総会を開催　全６議案が承認される
❹農協新役員が決定　役員改選により新体制
❻役員退任挨拶
❽平成30年度家畜品評会　生産者自慢の家畜が揃う
�家族慰安会
�女性部版　女性部役付部員日帰り研修
　　　　　　農協本所前が華やかに

�青年部版　「こどもアグリスクール」を開催
　ぼく・わたしのおとうさん
�アスポのお知らせ／今月のあなたの運勢
�クロスワードパズル
�わが家のおすすめレシピ／編集後記
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今月の
特 集

T o p i c s

　
５
月
30
日（
水
）農
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
士
幌
町
農
業

協
同
組
合
第
70
回
通
常
総
会
が
本
人
出
席
、
委
任
状
、
書
面

議
決
合
わ
せ
て
５
９
６
名
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
宣
言
に
続
き
、
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
朗
唱
し

た
後
、
購
買
利
用
共
励
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
１
位
の
新
田
地

区
、
西
上
地
区（
同
率
）、
３
位
の
中
音
更
地
区
、
４
位
の
下

居
辺
地
区
、
５
位
の
士
幌
南
地
区
、
佐
倉
地
区
、
努
力
賞
の

中
士
幌
地
区
、
上
居
辺
地
区
、
士
幌
北
地
区
へ
賞
状
並
び
に

賞
金
が
髙
橋
組
合
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
開
会
挨
拶
で
髙
橋
組
合
長
は「
豊
穣
で
あ
っ
た
昨
年

の
余
韻
に
包
ま
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
春
耕
期
作
業
も
一

段
落
し
、
管
理
作
業
等
で
大
変
お
忙
し
い
中
、
組
合
員
の
皆

様
に
は
第
70
回
通
常
総
会
に
ご
出
席
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
総
会
に
は
業
務
多
忙
の
中
、
柴
田
副
町

っ
て
経
営
に
取
り
組
め
る
環
境
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
初
妊
牛
価
格
や
枝
肉
価
格
が
依
然
需
給
の

関
係
か
ら
高
値
圏
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
取
り
扱
い
頭

数
の
微
減
等
で
個
体
販
売
高
は
前
年
の
95
・
９
％

２
２
８
億
８
千
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
生
乳
・
畜

産
総
体
の
販
売
高
は
前
年
対
比
７
億
円
少
な
い
97
・
８
％
の

３
１
８
億
円
と
な
り
、
史
上
２
番
目
の
売
上
高
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
農
畜
産
物
の
総
体
で
は
前
年
の
販
売
額
を
約

20
億
５
，
５
０
０
万
円
上
回
る
４
４
２
億
円
、
共
済
金
を
含

め
ま
す
と
４
４
７
億
円
と
な
り
史
上
最
高
で
あ
り
ま
し
た
昨

年
を
更
に
更
新
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に

組
合
員
家
族
の
皆
様
方
と
、
農
協
と
の
深
い
信
頼
関
係
の
も

と
農
協
の
優
位
性
を
信
じ
て
組
合
員
の
皆
様
方
が
結
集
し
て

い
た
だ
い
た
証
で
あ
り
、
お
支
え
下
さ
い
ま
し
た
関
係
部
署

の
皆
様
や
先
人
が
苦
節
の
中
で
構
築
し
た
農
協
基
盤
を
最
大

限
活
用
し
た
総
合
力
の
成
果
と
心
よ
り
敬
意
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　
今
期
決
算
に
当
た
っ
て
は
組
合
員
を
始
め
家
族
の
皆
様
方

が
農
協
全
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
果
と
し
て
、
利
用

奨
励
金
・
部
門
奨
励
金
合
わ
せ
て
例
年
よ
り
３
億
円
多
い

24
億
２
，
２
０
０
万
円
の
奨
励
・
値
引
き
対
策
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
中
核
的
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
農
協
運
営
協
力
委
員
会
・
女
性

部
・
青
年
部
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
当
期
の
剰
余
金
で
す
が
機

械
器
具
・
建
物
と
の
特
別
償
却
と
し
て
２
億
６
千
万
円
と
、

修
繕
引
当
金
に
２
億
６
千
万
円
を
引
き
当
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
年
は
31
年
か
ら
の
公
認
会
計
士
監
査
に
対
応
す
る
た

め
有
税
償
却
等
や
解
体
引
き
当
て
等
を
取
り
や
め
た
結
果
、

当
期
剰
余
金
は
13
億
９
，
７
０
０
万
円
と
な
り
、
税
効
果
積

立
金
か
ら
１
億
４
，
３
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
、
前
年
度
繰

き
方
改
革
を
含
む
経
営
の
効
率
化
、
ヘ
ル
パ
ー
、
コ
ン
ト
ラ

等
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
飼
養
管
理
に
活
用
可
能
な
十
勝

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
普
及
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
資
産
取
得
計
画
と
し
て
は
、
老
朽
化
に
伴
う
更
新
、
労
働

環
境
改
善
に
対
す
る
施
設
や
機
器
の
導
入
等
を
税
込
み
で

39
億
５
千
万
ほ
ど
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
に
続
い
て

の
大
型
投
資
と
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ご
理
解
ご
承
認
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
来
賓
者
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
柴
田
敏
之
副
町
長
、

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
沼
田
光
弘
帯
広
支
所
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議
案
審
議
へ
入
り
ま
し
た
。
議
長
に
は
、

中
音
更
地
区
の
香
川
国
彦
さ
ん
と
上
居
辺
地
区
の
小
野
寺
保

さ
ん
を
選
出
し
、「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
貸
借
対
照
表
・

損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処
分
案
・
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て
」等
、
全
６
議
案
を
審
議
し
、
２
件
の
報

告
事
項
の
後
、
青
年
部
、
石
水
諒
部
長
よ
り「
Ｊ
Ａ
北
海
道

大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
に
関
す
る
特
別
決
議（
案
）」

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
、

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

た
本
総
会
に
女
性
部
、

青
年
部
の
役
員
の
皆

様
方
に
は
農
協
理
解

を
目
的
と
し
た
研
修

を
兼
ね
て
傍
聴
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
重
ね
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
士

幌
農
業
は
比
較
的
穏

越
金
を
加
え
た
未
処

分
利
益
剰
余
金
と
し

て
、
15
億
６
，
８
０

０
万
円
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
剰
余
金
処
分

案
に
つ
い
て
は
３
月

５
日
に
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
総

代
会
に
て
ご
決
定
い

第
70
回
通
常
総
会
を
開
催

�

全
６
議
案
が
承
認
さ
れ
る

▲髙橋組合長の挨拶

▲議長を務める小野寺保さん（左）と
香川国彦さん（右）　　　　　　

▲（上）出席した女性部本部役員
　（下）出席した青年部本部役員

▲購買利用共励　1位　新田地区、西上地区

長
様
、
加
納
議
長
様
、

沼
田
中
央
会
帯
広
支

所
長
様
始
め
、
系
統
、

各
連
合
会
並
び
に
各

関
係
団
体
長
の
皆
様

方
に
は
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま

や
か
な
気
象
推
移
に
支
え
ら
れ
農
作
物
は
順
調
に
生
育
し
、

小
麦
の
販
売
高
は
収
量
・
品
質
と
も
良
好
で
前
年
対
比
約

２
６
８
％
の
23
億
５
，
９
０
０
万
円
と
な
り
、
豆
類
・
ビ
ー

ト
等
も
高
品
質
、
高
収
量
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
５
農
協
で
約
18
万
ｔ
の
集
荷
量
と
な
り

収
納
す
る
倉
庫
が
無
く
、
一
時
関
連
会
社
の
車
庫
に
仮
置
き

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
更

に
、
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、
長
芋
等
も
収
益
を
伸
ば
し
た
結
果
、

農
産
物
ト
ー
タ
ル
で
は
昨
年
よ
り
約
27
億
６
千
万
円
多
い
前

年
対
比
１
２
８
・
６
％
増
の
１
２
４
億
１
千
万
円
と
な
り
共

済
金
の
１
，
４
０
０
万
円
を
含
め
る
と
平
成
27
年
の
最
高
を

更
に
６
億
円
上
回
る
１
２
４
億
３
千
万
円
と
史
上
最
高
額
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
生
乳
生
産
量
は
年
度
当
初
の
目
標
値
に

た
だ
い
た
趣
旨
に
則
り
積
み
立
て
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く

提
案
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
承
認
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
29
年
は
第
10
次
中
期
３
カ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
し
て「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
開
く
」を
基
本
目
標
に
労

力
の
省
力
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電
力
の
地
産
地
消
、
ア
ス
ポ
店
の
充
実

や
農
業
共
済
事
業
の
組
織
再
編
等
シ
ス
テ
ム
の
充
実
強
化
や

将
来
を
見
据
え
た
研
究
事
業
・
資
本
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

し
た
。一
方
、28
年
産
馬
鈴
薯
の
減
収
か
ら
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

の
製
造
が
生
産
調
整
に
追
い
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た

が
、
29
年
産
は
十
分
な
原
料
が
確
保
で
き
た
こ
と
に
よ
り
一

転
し
て
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
加
工
事
業
も
２
２
０
億
円
を
超

え
る
事
業
体
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ユ
ー
ザ
ー
が

求
め
る
安
定
供
給
、
安
定
生
産
を
図
り
、
密
接
な
連
携
強
化

に
努
め
な
が
ら
組
合
員
の
所
得
向
上
に
向
け
て
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
求
め
ら
れ
る
環
境

下
に
あ
り
ま
す
が
、
第
10
次
中
期
３
カ
年
計
画
２
年
目
の
今

年
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
な
ど
に
よ
る
商

品
の
差
別
化
と
付
加
価
値
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
酪

農
畜
産
で
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
最
大
限
活
用
し
、
働

は
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
年
よ
り
１
９
４
ｔ
少
な
い

８
９
，
５
２
２
ｔ
と
な
り
前
年
産
粗
飼
料
の
品
質
を
考
え
ま

す
と
酪
農
組
合
員
の
卓
越
し
た
技
量
の
高
さ
に
敬
意
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
乳
価
も
１
０
０
円
時
代
と
な
り
チ
ー
ズ

価
格
の
上
乗
せ
や
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
等
、
政
策
支
援
も
充
実

し
て
き
て
お
り
、
よ
う
や
く
担
い
手
が
安
心
感
と
希
望
を
持
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新
役
員
紹
介

理事会

代表監事
井原　誠一（57）高砂

平成24年６月　監事

監　事
加藤　　智（53）常盤

（新）

監　事
名波　道明（53）西上

平成21年６月　理事　　
平成27年６月　業務委員長

常勤監事
中島　利一（60）

平成21年６月　職員兼務理事

員外監事
河村　幸芳（57）松室

平成27年６月　員外監事

代表理事組合長
篠原　末治（57）南一区
平成21年６月　理事　　
平成24年６月　常務理事
平成27年６月　専務理事

理事（生産委員）
曽我　　透（47）西上

（新）

理事（業務委員）
西部　真樹（47）南旭区

平成24年６月　理事

理事（生産委員）
山下　博司（52）佐倉南区

平成24年６月　理事

理事（業務委員長）
上野　　操（54）中音更

平成21年６月　理事

理事（生産委員）
渡部　雅晴（53）共進

平成27年６月　理事

理事（総務委員）
藤村　裕一（51）百戸

平成24年６月　理事

参事兼理事
髙橋　弘行（53）

（新）

理事（総務委員長）
菊地　和浩（55）共成

平成22年６月　理事　　
平成27年６月　生産委員長

専務理事
七條　光寛（62）

平成27年６月　常務理事

理事（総務委員）
藤井　淳一（49）西士幌

（新）

理事（生産委員）
亀村　敏雄（52）平和

平成27年６月　理事

理事（総務委員）
國枝　俊彦（53）新田第二

平成21年６月　理事

理事（生産委員長）
吉田　　久（54）下二

平成21年６月　理事

常務理事
國井　浩樹（46）北一区

平成27年６月　理事

理事（業務委員）
佐藤　孝司（46）北上

平成24年６月　理事

参事兼理事
田中　秀明（59）

平成21年６月　職員兼務理事

理事（業務委員）
髙橋　晶広（45）開運

（新）

農
協
新
役
員
が
決
定

　
役
員
改
選
に
よ
り
新
体
制

代
表
理
事
組
合
長　
　
　
　
　

�

篠
　
原

　
末

　
治

　

穏
や
か
な
天
候
の
中
、
春
耕
期
を
迎
え
作
物
も
順
調
に

生
育
し
、
今
年
も
豊
穣
の
出
来
秋
を
期
待
す
る
今
日
こ
の
頃
、

先
般　

第
70
回
通
常
総
会
終
了
と
共
に
髙
橋
組
合
長
が
勇

退
さ
れ
第
２
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
新
体
制
が
決
ま
り
、

代
表
理
事
組
合
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

髙
橋
前
組
合
長
に
は
、
第
３
回
定
例
理
事
会
に
お
い
て

満
場
一
致
で
御
承
認
を
頂
き
相
談
役
を
委
嘱
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
士
幌
農
業
発
展
の
た
め
御
指
導
、

御
助
言
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
87
年
の
歴
史
が
流
れ
、
先
人

の
苦
闘
の
中「
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
」を
掲
げ
今
日
の
士
幌
農
業
・

農
協
の
基
盤
を
築
い
て
く
れ
た
そ
の
思
想
を
次
世
代
に
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
情
勢
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
を
は
じ
め
欧
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
な

ど
国
際
化
に
向
か
い
不
安
要
素
は
払
拭
出
来
ま
せ
ん
が
、

こ
ん
な
時
こ
そ
組
合
員
、
女
性
部
、
青
年
部
、
役
職
員
が

心
を
一
つ
に
し「
堅
実
第
一
主
義
」を
基
本
と
し
て
士
幌
農

業
隆
盛
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

監事会
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こ
の
度
、
第
70
回
通
常
総
会
を
も
っ
て
27
年
間
の

農
協
役
員
を
退
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
組
合
員
始
め
関
わ
る
多
く
の
皆
様
方
よ
り
温
か
い

ご
指
導
ご
高
配
を
頂
き
、
何
と
か
大
過
な
く
そ
の
任

を
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
３
期
９
年
間

は
組
合
長
と
し
て
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
十
分
な
役
割
も
果
た
せ
ず
ご
迷
惑
も
多
々
お

か
け
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

士
幌
農
協
の
今
日
あ
る
姿
は
、
ま
さ
に
組
合
員
・

役
員
・
職
員
が
三
位
一
体
で
目
標
で
あ
る〝
農
村
ユ

ー
ト
ピ
ア
〟建
設
に
向
け
て
邁
進
し
て
き
た
成
果
で

あ
り
ま
す
。
い
ま
や
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ

う
に
、
高
い
レ
ベ
ル
の
自
主
自
立
と
国
際
的
な
競
争

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。〝
未
来
は
過
去
の
歴
史
か

ら
学
べ
〟と
言
う
諺
に
も
あ
る
よ
う
に
私
達
は
、
こ

れ
ま
で
の
先
人
が
歩
ん
で
来
た
足
跡
を
再
度
検
証
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
様
々
で
す
が
総
合
力
で
豊
か
な

郷
土
建
設
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
に
、皆
様
方
の
ご
健
勝
と
士
幌
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

組
合
員
、
女
性
部
、
青
年
部
の
皆
様
に
は
、
農
作

業
等
ご
多
忙
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
こ
の
度
の
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
監
事
を
退

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
よ
り
３
期
９
年
に
亘
り
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
監
事
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
皆

様
温
か
な
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
未
熟
な
点
も
至
ら
な
か
っ

た
点
も
多
々
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
と
は
思
い
ま
す
。

迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
、
優
し
い
気
遣
い
や
さ
り
げ
な
い
配

慮
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
農
業
、
農
協
を
取
り
ま
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
等
の
進
展
状
況
と
合
意
内
容
が
農
業
経
営

に
ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
さ
ら
に
米
国
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
復
帰
の
可
能
性
も
あ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
士
幌
農
協
の
基
本
理
念
で
あ
る『
堅

実
第
一
主
義
』を
守
り『
物
心
両
面
の
調
和
あ
る
豊
か

さ
を
目
指
し
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
開
く
』

を
方
針
目
標
に
農
協
事
業
が
展
開
さ
れ
発
展
す
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
理
事
を
退

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
15
年
か
ら
５
期

15
年
の
長
き
に
亘
り
、
組
合
員
・
役
職
員
皆
様
か
ら

温
か
い
ご
厚
情
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
農
業
は
、
私
達
が
思
い
も
し
な
か
っ
た
早

さ
で
進
歩
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業
改
革
と
い
う

名
の
も
と
に
、
農
業
・
農
協
に
対
す
る
風
当
り
は
強

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
人
先
達
が
協
同
の
精
神

を
持
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
士
幌
の
農
業
・
農
協
を

守
り
、
更
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
組
合
員
皆
様
、
女

性
部
、
青
年
部
の
皆
様
が
役
職
員
と
手
を
携
え
、
さ

ら
に
そ
の
力
を
強
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
役
職
員
そ
し
て

ご
家
族
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り

ま
た
事
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
常
勤
監
事
を

退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
50
年
に
農
協
に
奉
職
し
太

田
組
合
長
に
辞
令
を
い
た
だ
き
、
当
時
の
販
売
課
で

８
年
間
、
下
居
辺
事
業
所
で
４
年
間
、
経
済
課
生
産

資
材
で
２
年
間
、
貯
金
課
で
２
年
間
、
経
理
課
で
21

年
余
り
併
せ
て
37
年
間
余
職
員
と
し
て
勤
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
定
年
退
職
を
迎
え
る
平
成
24
年
に
役
員

に
推
さ
れ
、
２
期
６
年
間
常
勤
監
事
と
し
て
監
査
業

務
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
職
員
時
代
と
併
せ

て
43
年
余
り
、
組
合
員
と
家
族
の
皆
様
を
は
じ
め
４

人
の
組
合
長
、
数
多
く
の
役
員
・
上
司
・
先
輩
、
同

僚
・
後
輩
と
仕
事
の
上
で
は
勿
論
の
こ
と
、
私
生
活

で
も
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
、
つ
つ
が
な
く
最
後

ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
変
動
期
を
迎

え
ま
す
が
、「
堅
実
第
一
主
義
」「
士
幌
農
業
シ
ス
テ
ム
」

を
守
り
な
が
ら
、
組
合
員
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
協
同
の
精
神
を
結
集
し
更
な
る
躍
進
と
発
展
を
念

願
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
ご
家
族
、
役
職
員
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
監
事
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
中
に

は
、
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導

を
賜
り
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
先
行
き
不
透
明
な

中
、
近
年
は
気
候
の
変
化
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
も

あ
り
、
農
業
、
農
協
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
協
同

の
精
神
で
先
人
先
達
が
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
希

望
を
見
い
だ
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
支
え
て
い
く
若
い
人
達
が
、
誇
り
と
希
望
を
持
ち

農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
士
幌
農
業
と
士
幌
農
協

が
更
な
る
発
展
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
念
願
致

し
ま
す
。

　

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
、
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
に
あ
た
り
お
礼

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前

代
表
監
事

成
瀬

　
　
功

前

常
勤
監
事

井
上

　
恵
一

前

監
事辻

本
　
昌
広

前

代
表
理
事
組
合
長

　
　

髙
橋

　
正
道

前

理
事飯

沼
　
　
実

役員退任挨拶
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６
月
７
日（
木
）士
幌
町
家
畜
品
評
会
場
に
て
、
家
畜
品
評
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
晴
天
の
中
の
開
催
と
な
り
、

出
陳
者
を
始
め
多
く
の
生
産
者
、
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
に
先
立
ち
家
畜
に
対
し
て
日
ご
ろ
の
感
謝
を
捧
げ
る

「
獣
魂
慰
霊
祭
」が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
催
者
を
代
表
し
篠
原
組
合
長
よ
り「
晴
天
の
中
、
大
勢

の
出
陳
者
、
関
係
者
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
恒
例
の
士
幌
町
家

畜
品
評
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
家
畜
品
評
会

�

生
産
者
自
慢
の
家
畜
が
揃
う

▲肉牛振興会にもお手伝いいただきました ▲会場の様子 ▲団体優勝の新田地区

▲好評のしほろ牛▲可愛い子付の馬も出陳されました

▲篠原組合長の挨拶

▲獣魂慰霊祭

▲後列左から
　篠原組合長　齋籐審査員（馬の部）　木村審査員（乳牛の部）
　内山審査員（肉牛の部）　小林町長
　デイリィープリンセス
　廿楽　瑛万さん（桑原牧場）　工藤　　翠さん（古田牧場）

▲�サクランド　アツトウ
ツド　アイリス

▲出陳者／山岸　　剛
（佐倉）

乳牛の部（経産）　最高位賞

▲出陳者／山岸　剛
（佐倉）

▲�サクランド　ロイヤル　
ビスタ　C　ET

乳牛の部（未経産）　最高位賞

▲宝富士姫 ▲出陳者／木幡　利則
（西上）

馬の部　最高位

▲出陳者／加納　三司
（西上）

▲三司ビーフ1号

肉牛の部　最高位賞

本
年
に
つ
い
て
は
作
柄
も
良
く
、
良
好
な
天
候
の
中
で
播
種
作
業
も
進
み
、
平
年
と
比
べ
３
～
４
日
程
早

い
生
育
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
順
調
に
生
育
し
、
昨
年
同
様
豊
穣
の
秋
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
酪
農
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
、
乳
価
が
１
０
０
円
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
乳

質
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
乳
質
の
向
上
を
目
指
し
、
経
営
安
定
に
結
び
つ
け

て
い
た
だ
き
、
乳
量
も
５
月
下
旬
に
は
１
０
４
％
を
超
え
、
平
均
で
も
１
０
３・６
％
と
好
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
本
日
の
共
進
会
で
は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
た
だ
け
る
事
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ
、
小
林
町
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
審
査
員
、
デ
イ
リ
ィ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
の
紹
介

が
行
わ
れ
審
査
に
入
り
ま
し
た
。

　
乳
牛
の
部
は
、
未
経
産
・
経
産
合
わ
せ
て
37
頭
、
肉
牛
の
部
は
35
頭
、
馬
の
部
は
12
頭
が
出
陳
さ
れ
、

生
産
者
自
慢
の
家
畜
が
揃
う
中
で
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
肉
牛
の
部
に
つ
い
て
は
事
前（
６
月

５
日
）に
審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
パ
ネ
ル
を
前
に
肉
牛
審
査
員
よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
各
部
門
成
績
上
位
者
に
、
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
記
念
品
が
贈
ら
れ
大
き
な
拍
手

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
士
幌
高
校
よ
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
花
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、
肉
牛
振
興
会
・

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
か
ら
は
恒
例
の
し
ほ
ろ
牛
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
当
て
に
き
て
い
た
来
場
者
で
ど
ち
ら

も
長
蛇
の
列
が
で
き
、大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。ま
た
、よ
つ
葉
乳
業
提
供
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ア
イ
ス

な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
も
沢
山
の
来
場
者
が
訪
れ
、
乳
製
品
の
よ
い
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

平成30年度士幌町家畜品評会 成績
【出陳頭数】� ・乳牛37頭・肉牛（枝肉）35頭・馬12頭　合計84頭
開催日H30.6.7（木）　士幌町家畜品評会会場　午前 10時審査開始

乳牛の部
出品番号 生年月日

●乳牛未経産の部

最高位 第6部 601 サクランド　ロイヤル　ビ
スタ　Ｃ　ＥＴ

H28.8.1 山岸　　剛
（佐倉）

準最高位 第2部 205 ＴＭＦ　ジエイコブ　マツキ
シード　マイカ　リーナ　ＥＴ

H29.6.4 富澤　幸治
（士幌北）

●乳牛経産の部

最高位 第9部 902 サクランド アツトウツド
アイリス

H25.12.11 山岸　　剛
（佐倉）

準最高位 第7部 704 HF シド　ルエラ H28.1.9 堀部　　修
(新田）

（各首席・BU）

●未経産 第1部 106 サクランド　モントレー　
フエミニン

H29.9.25 山岸　　剛
（佐倉）

第2部 205 ＴＭＦ　ジエイコブ　マツキ
シード　マイカ　リーナ　ＥＴ

H29.6.4 富澤　幸治
（士幌北）

第3部 303 レーモンデール　ブロード
アマン

H29.3.28 富澤　幸治
（士幌北）

第4部 402 ダウテイバレー　ハート　
ルデイー

H29.1.4 富澤　幸治
（士幌北）

第5部 501 サクランド　スプリンター
マーク　ダイヤ

H28.10.22 山岸　　剛
（佐倉）

第6部 601 サクランド　ロイヤル　ビ
スタ　Ｃ　ＥＴ

H28.8.1 山岸　　剛
（佐倉）

●経産 第7部・BU 704 ＨＦ　シド　ルエラ H28.1.9 堀部　　修
（新田）

第8部・BU 803 サクランド　アクミー　
ジヤスト

H27.1.3 山岸　　剛
（佐倉）

第9部・BU 902 サクランド アツトウツド
アイリス

H25.12.11 山岸　　剛
（佐倉）

第10部 1001A ウサミ　スプラシユ　ブ
ラケツト

H26.9.17 宇佐見昭夫
（新田）

（敬称略）

出品番号

最高位 28 三司ビーフ１号 加納　三司（西上）
準最高位 18 新上ビーフ３号 ㈲新上肉用牛生牧場（西上）

肉牛の部～枝肉 （敬称略）

出品番号

最高位 第2部 202 宝富士姫 木幡　利則（西上）
準最高位 第4部 402 真希 綿貫　年光

第1部 出品無し
第2部 202 宝富士姫 木幡　利則（西上）
第3部 出品無し
第4部 402 真希 綿貫　年光
第5部 502 小夏姫 高橋　良宣（中音更）

馬の部 （敬称略）
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　６月９日（土）、あいにくの寒空でしたが、佐倉地区農協運営協
力委員会（河田浩美委員長）主催による家族慰安会が佐倉事業所裏
にて催されました。河田委員長の開会挨拶のあと、小林町長、國井
常務よりご挨拶を頂き、山下理事の乾杯で懇親会が始まりました。
　懇親会では今年もしほろ牛の焼肉・麺類・アメリカンドック・
かき氷・すいかやフルーツ等の人気メニューが振る舞われました。
特にしほろ牛ロース焼き肉は皆さんペロッと平らげていました。
女性部にはしほろ牛、すいかのカット等、青年部には炭起こし等
のお手伝いを頂きました。保育園児の愛嬌のあるダンス、小学生
の呼吸のあったよさこいはとても見応えがありました。余興につ
いても空き缶積立、利き酒が行われました。
　その後はお待ちかねの、しほろ牛ステーキやカニ、バラエティ
に富んだ各景品に狙いを定めたビンゴ大会が行われ大いに盛り上
がりました。結びは山岸公民館推進委員長の万歳で、盛会のうち
にお開きとなりました。

　６月９日（土）新田地区農協運営協力委員会（房谷桂樹委員長）主
催による家族研修会が事業所駐車場にて行われ、昨年同様小雨が
降る生憎の天候となりましたが、青年部が中心となってテントを
設営し、地区内より大勢の方々が参加しました。
　開会にあたり房谷委員長の挨拶の後、来賓の七條専務よりご挨
拶をいただき、本年ご結婚された瀬戸さんご夫妻に対しお祝いの
花束が贈られました。
　名波監事のご発声による牛乳の乾杯で懇親会が盛大に始まり、
新田地区で生産されたしほろ牛を囲みながらテーブルごとに農業
情勢や近況報告など会話に花を咲かせ、賑やかに交流を深めまし
た。
　余興では子供のお菓子つ
かみ取りの他、青年部進行
による恒例のビンゴ大会が
行われ、アウトドアグッズ
をはじめ電化製品や農業資
材など多数並べられた景品
に狙いを定め、大人から子
供まで読み上げられる数字
に一喜一憂し、肌寒さも忘
れるほどの盛り上がりでし
た。
　楽しい時間が過ぎるのは早いもので、閉会は國枝理事のご発声
で万歳三唱し、盛況のうちに幕を閉じました。

　６月９日（土）西上地区運営協議会（富澤弘信会長）主催による家
族研修会が開催されました。当日は天候が心配される肌寒い中で
の開催となり、早朝より行われたゲートボール・ミニバレーは無
事に行うことができましたが、楽しみにしていました子供相撲大
会は急遽体育館での開催となりました。
　懇親会も集落センター内に場所を移し行なうこととなりました
が、地区内より大勢の方が集まり、富澤会長の開会挨拶に続いて、
柴田副町長、篠原組合長より挨拶をいただき、加納町議会議長の
乾杯の発声で懇親会が始まりました。
　しほろ牛ステーキや牡蠣、麺類、スイーツ系など多種多彩のメ
ニューが用意され、それぞれ食事と歓談とで盛り上がりました。
また、青年部が企画した余興は、子どもの『クリア（透明）飲料当
てゲーム』が催され、大人でも難しい微妙な差を当てて歓喜に湧
きました。『しほろ牛当てゲーム』では、決して間違えられない戦
いがそこにはあったはずですが…、クロス、若丸、しほろ牛は甲
乙つけがたいという結果となりました。
　楽しい時間はあっという間に過ぎ、最後は曽我農協理事により
新体制となりました農協役員、事業所職員へのご協力のお願いと
豊穣の出来秋を祈念した締めくくりの挨拶を以って閉会致しまし
た。

家族慰安会

しほろ牛に舌鼓☆
佐倉が集い、笑顔で満たされる日

しほろ牛を囲んで
地区のみんなで楽しく交流

地区全員で大盛り上がり、
おいしいお肉をほおばるぞ！

佐倉地区

新田地区

西上地区

利き酒？効き酒？

早くビンゴにならないかな ??

森本町議は焼肉奉行？

竹ぼうきあったり～

愛嬌溢れる保育園児

みんなで食べるとおいしいわ～

女性部、青年部お手伝いの合間にしほろ牛堪能

お見事！

焼き肉
最高!!

みんな真剣な
しほろ牛当てゲーム

子供達は大盛り上がり
クリア（透明）飲料当てゲーム
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MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん
●おとうさん

溝口　晃
あき

広
ひろ

さん

●ぼく

大
つばさ

翔 くん

佐倉地区

青年部版
「こどもアグリスクール」を開催 女性部役付部員日帰り研修

　
６
月
８
日（
金
）、
青
年
部
畜
産
専

門
部
会（
溝
口
晃
広
部
会
長
）で
は
士

幌
小
学
校
の
３
年
生
35
名
を
対
象
に

し
た「
こ
ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を

新
田
地
区
の（
農
）佐
々
木
牧
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
第
２
回
目
は
、
小
学
校
の

協
力
の
も
と
授
業
の
一
環
と
し
て
牧

場
見
学
や
搾
乳
体
験
等
が
で
き
る
よ

う
に
畜
産
専
門
部
会
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
肌
寒
い
天
候
と
な
り
ま
し

た
が
、
青
年
部
員
の
指
導
の
も
と
牧

場
見
学
と
搾
乳
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
興
味
津
々
に
牛
を

見
た
り
触
っ
た
り
し
、
最
初
は
怖
が

り
な
が
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
通
り

に
手
を
伸
ば
し
て
、「
温
か
く
て
柔
ら

か
～
い
」「
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
、
ま
た

や
り
た
い
」と
話
し
な
が
ら
熱
心
に

搾
乳
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

　
６
月
７
日（
木
）、
Ｊ
Ａ
女
性
部（
太
田
小
枝
子
部
長
）で
は
各

支
部
の
班
長
以
上
の
役
付
部
員
83
名
が
参
加
し
、
日
帰
り
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
音
更
町
の
よ
つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
見
学
施
設

「
お
い
し
さ
ま
っ
す
ぐ
館
」と
池
田
町
の
ワ
イ
ン
城
を
訪
れ
ま
し

た
。「
お
い
し
さ
ま
っ
す
ぐ
館
」で
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
担
当
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
十
勝
管
内
８
農
協
が

中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
よ
つ
葉
乳
業
の
歴
史
や
厳
し
く
品

質
管
理
さ
れ
た
生
乳
受
け
入
れ
か
ら
牛
乳
・
乳
製
品
の
出
荷
ま

で
の
工
程
の
説
明
を
受
け
、
牛
乳
や
バ
タ
ー
の
製
造
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
城
で
は
、
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
を
見
学
し
た

り
、
お
土
産
を
求
め
た
り
と
思
い
思
い
に
過
ご
し
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

牛
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
形
式
の
学
習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
部
員
か
ら
は「
子
供
た
ち
に
は
少
し
で
も
農
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」と
意
見
が
聞
か
れ
、
児
童
か
ら
は「
搾
乳
体

験
が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
10

月
に
馬
鈴
薯
の
収
穫
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

女性部版

　
女
性
部（
太
田
小
枝
子
部
長
）で
は
、
6

月
5
日（
火
）理
事
９
名
に
よ
り
農
協
本
所

前
に
て
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
植
え
込
み
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ベ
コ
ニ

ア
の
苗
を
植
え
、
す
っ
き
り
し
た
彩
り
で

農協本所前が華やかに
事
務
所
の
入

り
口
が
明
る

く
華
や
か
に

な
り
ま
し
た
。

お
立
ち
寄
り

の
際
は
是
非

ご
覧
く
だ
さ

い
。
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■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。　■当選者は、次号にて掲載致します。

5月号の正解 /トケイソウ

二重マスの文字を、Ａ～Ｆの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

7月16日
（月）

1
2
3
4
5
8
10
11

13
15
17
19

七夕の飾りに使う植物
歌うことを楽しみに行きます
シイタケ、シメジ、エリンギなど
お酒が飲めません
ピカッ、ゴロゴロゴロ
音を遮断したいときにはめます
社会の―として地域に貢献する
カタツムリが似合いそうな花。鎌倉の明
月院は―寺と呼ばれます
輪島市や加賀市や金沢市はこの県の市
鎖国中にも貿易が行われた場所
書類や伝票につきます
俳優が演じたり入り込んだり

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 :お調子者になりやすい気配。
できもしないことを安請け合いしな
いよう、ご用心。運気アップには部
屋の掃除を

健康運 :正しい姿勢を心掛ければ、
体調に好影響

幸運の食べ物 :アユ

全体運 :面倒見の良さを発揮すれば、
円滑な人間関係が築けそう。快く身
近な人をフォローして。気分転換に
は温泉が◎

健康運 :極端な健康法は厳禁。自
然な生活が一番

幸運の食べ物 :ウナギ

全体運 :あれもこれも……と手を
広げるものの、どれも中途半端にな
りやすい時期。持久力を身に付ける
必要がありそう

健康運 :気晴らししたいなら、軽
く体を動かして

幸運の食べ物 :梅干し

全体運 :周りからの受けが良く、
気付けば人気者に。飲み会などに
誘われたら、気軽にＯＫして大い
に楽しみましょう

健康運 :好き嫌いはNG。栄養バラ
ンスに配慮して

幸運の食べ物 :インゲン

全体運 :知的好奇心がムクムク湧
いてくる予感。知りたいことがあ
るならトコトン調べて。カルチャ
ーセンターにもツキ

健康運 :疲労をため込まないよう、
適度に休養を

幸運の食べ物 :モロヘイヤ

全体運 :いろいろと迷いが生じや
すい期間です。１人で悩まず、信
頼できる相手に相談を。地に足の
着いた行動が大事

健康運 :暴飲暴食になりやすいかも。
節制が必要

幸運の食べ物 :昆布

全体運 :趣味や楽しみを持つなど、
ライフスタイルの充実に意識を向け
るとうれしい変化が。図書館での情
報収集も刺激大

健康運 :スポーツの腕が上達しそう。
励んでみては

幸運の食べ物 :イチジク

全体運 :プレッシャーに弱くなる
傾向が大。深刻になり過ぎないこと。
自然豊かなスポットに出掛け、リフ
レッシュして

健康運 :元気に過ごすとツキが。
運動を楽しんで

幸運の食べ物 :キュウリ

全体運 :物事をマイナス方向に受
け止めがち。悪い面ではなく、長所
に意識を向けて。リラックスには、
ハーブティーを

健康運 :穏やかに過ごせば、運気
回復の呼び水に

幸運の食べ物 :カマス

全体運 :自己アピールに向いてい
ます。やってみたいことがあるなら
積極的に動くとグッド。新しいこと
を始めるのも吉

健康運 :冷房の効き過ぎは×。上
手に体温調整を

幸運の食べ物 :ラッキョウ

全体運 :ポジティブな気持ちになり、
全ての事柄に対して前向きになれる
はず。やりたいことはどんどん試す
のが正解

健康運 :やや不注意になりやすい。
行動は丁寧に

幸運の食べ物 :葉ショウガ

全体運 :創造力が豊かになる月。
クリエーティブな分野に関心を持っ
てみて。ギャラリーや美術館巡りを
するのも幸運

健康運 :食事が不規則になりがち。
体調の管理を

幸運の食べ物 :パプリカ

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
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さん
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さん

坪井サヨコ
田中　里咲
出村　音乃
石川　茉優
今松　勝男

東村　春子
加藤　順子
波多野侯憲
後藤めぐみ
上面　恭子

5月号掲載問題の応募者は47名で47名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

当 選 者 発 表

今月のあなたの運勢7 HOROSCOPY2018

クロスワードパズル

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法
4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

酒を飲むための小さな器
整形―で膝の関節を診てもらった
料理をのせます
今度来た新人は仕事の―が早いね
ラストスパートです
本能寺の変を起こした―光秀
乱れたものをきちんと直すこと
親から子へ受け継がれます
こういうことはここじゃあ日常―だよ
虫をよけるため布団の周りにつります
アウトの反対語
サッシと呼ばれることも

1
4
6
7
9
11
12
14
16
18
20
21

今月の抽選者
南地区

兼山　秋子 さん

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00

休 業 日 7月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～20:00
（日曜営業日は19：00まで）

休 業 日 7月は休まず営業
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛
・7月15日㈰ ・8月12日㈰

アスポお知らせ

アスポ創業祭!!

ご来店お待ちしています !

7月13日㈮～14日㈯

7月15日㈰～16日㈪

7月20日㈮～21日㈯

２日間

２日間

２日間

第１弾

第２弾

第３弾


